
広報くろしお  №40　2009（平成21）年7月号澎

部
落
差
別
と
は

　
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
あ
る

部
落
差
別
は
、
憲
法
が
保
障
す
る

基
本
的
人
権
に
関
わ
る
重
要
な
問

題
で
す
。

　
１
９
６
５（
昭
和

４０
）年
の
「
同

和
対
策
審
議
会
答
申
」
以
来
、
旧

大
方
町
と
旧
佐
賀
町
に
お
い
て
は
、

そ
の
理
念
の
も
と
に
部
落
差
別
の

解
決
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
住

環
境
整
備
や
産
業
振
興
な
ど
の
主

要
な
ハ
ー
ド
事
業
は
、
い
く
つ
か

の
課
題
を
残
し
つ
つ
も
お
お
む
ね

完
了
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
々
の
観
念
や
潜
在

意
識
に
か
か
わ
る
心
理
的
差
別
に

つ
い
て
は
、
着
実
に
解
消
へ
向
け

て
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
結
婚
問

題
を
中
心
に
依
然
と
し
て
根
深
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

２
０
０
５（
平
成

１７
）年
・
２
０
０

６（
平
成

１８
）
年
に
実
施
し
た
住

民
意
識
調
査
の
結
果
を
み
て
も
明

ら
か
で
、
今
な
お
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
心
理
的
差
別
の

解
消
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
同

和
教
育
や
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果
と
こ
れ

ま
で
の
手
法
へ
の
評
価
を
踏
ま
え

て
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、
教

育
・
啓
発
を
中
心
に
部
落
差
別
の

解
決
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
解
説
）部
落
差
別
の
問
題
を
行

政
で
は
同
和
問
題
と
い
い
ま
す
。

期
間
中
の
行
事

　
こ
の
期
間
を
中
心
に
大
方
あ
か

つ
き
館
で
写
真
な
ど
の
特
別
展
示
、

映
画
上
映
会
や
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
入
場
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
横
浜
解
放
子
ど
も
会
・
浜
松
解

放
子
ど
も
会
の
活
動
紹
介

▼
万
行
地
区
・
横
浜
地
区
の
今
昔

写
真
展

▼
じ
ん
け
ん
の
七
夕

展
示
期
間

　
７
月
９
日（
木
）〜
１９
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

　
大
方
あ
か
つ
き
館 

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７
月
１８
日（
土
）

①
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

▼
「
二
匹
の
猫
と
元
気
な
家
族
」

▼
「
走
れ
、
ジ
ョ
ン
」

②
午
後
３
時
半
〜
午
後
４
時
半

▼
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
花
火
」

▼
「
ふ
た
り
の
タ
ロ
ウ
」

場
所

 
大
方
あ
か
つ
き
館 

レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

演
題
　

 
「
部
落
問
題
の
こ
れ
か
ら
」

講
師
　

 
角
岡
伸
彦
さ
ん

 （
大
阪
市
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）

日
時

　
７
月
１７
日（
金
）

　
開
場
　
午
後
７
時

　
開
演
　
午
後
７
時
半
〜

場
所

 
大
方
あ
か
つ
き
館 

レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
１
９
６
３
年
兵
庫
県
加
古
川
市

の
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
る
。

　
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
を
卒

業
後
、
神
戸
新
聞
記
者
な
ど
を
経

て
現
在
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
。
大
阪
市
在
住
。

　
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
２
年

ま
で
大
阪
大
学
非
常
勤
講
師
（
部

落
問
題
論
）
を
勤
め
る
。

　
部
落
差
別
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

と
い
う
悲
観
論
が
あ
り
、
一
方
で

楽
観
論
も
あ
る
。
そ
の
「
間
」
は

ど
う
な
の
か
？

　
著
書
『
被
差
別
部
落
の
青
春
』

は
、
し
な
や
か
な
感
性
で
「
差
別
・

被
差
別
の
現
在
」
を
直
視
し
て
い

る
と
世
代
を
越
え
て
評
価
さ
れ
て

い
る
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
大
方
町
民
館

　
蕁
４
３
―
１
２
０
４（
直
通
）

　
大
方
児
童
館

　
蕁
４
３
―
３
６
２
２（
直
通
）

　
教
育
委
員
会

 
佐
賀
生
涯
人
権
教
育
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

 
佐
賀
町
民
館
・
児
童
館

　
蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

第
３６
回
「
部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」
強
調
旬
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
期
間
７
月
９
日
〜
７
月
１９
日
】

特
別
展
示
『
リ
バ
テ
ィ
ー
』

映
画
上
映
（
ア
ニ
メ
）

講
演
会

か
ど
お
か

の
ぶ
ひ
こ
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